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「
盛
岡
ナ
ン
バ
ー
」の
導
入
が
決
定

　
当
市
と
盛
岡
、
滝
沢
、
紫
波
、
矢
巾
の
盛

岡
広
域
５
市
町
村
が
、
国
に
対
し
て
要
望
し

て
い
た「
盛
岡
ナ
ン
バ
ー
」導
入
が
、
８
月
２

日
に
決
定
し
ま
し
た（
対
象
と
な
る
車
両
は
、

左
の
表
の
と
お
り
で
す
）。　

　
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
は
、
走
る
広
告
塔
効
果

に
よ
り
、
盛
岡
広
域
圏
の
知
名
度
向
上
や
観

光
振
興
に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
な
ど
、
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
盛
岡
ナ
ン
バ
ー
導
入
推
進
協
議
会
で
は
、

今
後
、
バ
ス
広
告
な
ど
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
全
国
ト
ラ
ッ
ク
キ
ャ
ラ
バ
ン
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
展
開
し
、
全
国
に「
盛
岡
ナ
ン

バ
ー
」の
周
知
を
図
る
取
り
組
み
を
進
め
る

予
定
で
す
。

　

な
お
、
新
ナ
ン
バ
ー
の
交
付
開
始
時
期

は
、
平
成
26
年
度
中
の
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
具
体
的
な
時
期
は
、
ま
だ
示
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
交
付
手
続
き
な
ど
の
詳
細
は
、

交
付
開
始
時
期
が
決
ま
り
次
第
、
あ
ら
た
め

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、市
長
公
室
総
合
政
策
係（
☎
・

内
線
１
２
１
１
）ま
で
。

表　盛岡ナンバーの対象になる車両
車　　　種 車 両 の 例

四　
輪

普通自動車 バス、トラック、３ナンバー乗用車など
小型自動車 小型トラック、５ナンバー小型乗用車など
大型特殊自動車 ロードローラー、ブルドーザなど
軽自動車 軽トラック、軽三輪、軽四輪

二
輪

小型二輪自動車 大型オートバイ（総排気量251㏄以上）
軽二輪自動車 オートバイ（総排気量126～251㏄）

※次の車両は、対象になりません。
・原動機付自転車（二輪車は、総排気量125㏄ 以下、その他については、
50㏄ 以下）
・小型特殊自動車（農耕用トラクター、フォークリフトなど）

「盛岡ナンバー」のイメージ

安代漆工技術研究センター
30周年記念展「漆と私」開催

　安代漆工技術研究センターでは、設立30
周年を記念し、展示会を開催します。展示
会では、修了生ら33人の作品約300点を展
示販売します。
■内容　汁わん、皿、コップ、箸、スプーン、
フォーク、アクセサリー、オブジェなど

《盛岡会場》【10月17 日㈭から20日㈰まで】
■場所　南昌荘（盛岡市清水町13-46、☎
019-604-6633）
■時間　午前10時から午後５時まで（最終
日は午後４時まで）

《西根会場》【10月26日㈯、27日㈰】
■場所　澤口酒店２階（大更2-11-2、☎78-
8055）
■時間　午前10時から午後５時まで（最終
日は午後４時まで）　※西根会場のみ、先
着50人の市民の方に箸をプレゼント
　詳しくは、同記念展実行委員会（安比漆
器工房内、☎63-1065）まで。

西根中学校吹奏楽部が
東北大会で銅賞を受賞

　
９
月
１
日
、
福
島
県
郡
山
市
で

開
催
さ
れ
た「
全
日
本
吹
奏
楽
コ

ン
ク
ー
ル
第
56
回
東
北
大
会
」で
、

西
根
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
銅
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　
大
会
の
中
学
校
の
部
に
は
、
同

校
を
含
め
県
内
か
ら
３
校
、
計
24

校
の
吹
奏
楽
部
が
出
場
。
西
根
中

学
校
は
、
惜
し
く
も
全
国
大
会
に

進
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
部
員
た
ち
は
、
練
習
の
成
果

を
発
揮
し
、
伸
び
伸
び
と
し
た
楽

曲
を
奏
で
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
に
、
八
幡
博
さ
ん（
石
名
坂
１

区
）が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
10
月
１
日

か
ら
平
成
28
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

　
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
の
中
で
の
人
権
に
関
す
る
悩

み
事
や
心
配
事
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　
相
談
日
な
ど
詳
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
戸
籍

住
民
係（
☎
・
内
線
１
１
３
１
）ま
で
。

八幡 博 さん

人
権
擁
護
委
員
の
八
幡
博
さ
ん
が

引
き
続
き
相
談
を
受
け
付
け
ま
す

　
岩
手
警
察
署
は
９
月
18
日
、
振

り
込
め
詐
欺
を
未
然
に
防
止
し
た

田
山
郵
便
局
に
対
し
、
感
謝
状
を

贈
呈
し
ま
し
た
。

　
振
り
込
め
詐
欺
は
９
月
上
旬
、

郵
便
局
の
近
く
に
住
む
女
性
が
、

振
り
込
み
に
訪
れ
た
際
に
発
覚
。

「
息
子
か
ら
頼
ま
れ
た
」「
12
時
ま

で
に
振
り
込
む
よ
う
言
わ
れ
た
」

と
い
っ
た
内
容
や
、
振
込
先
が
九

州
の
銀
行
の
東
京
支
店
で
あ
る
こ

と
な
ど
を
不
審
に
思
っ
た
局
員
ら

が
、
岩
手
警
察
署
に
通
報
し
、
被

害
に
至
ら
ず
に
済
み
ま
し
た
。

　
感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
同
局
の

八
幡
竹
男
局
長
は
、「
生
ま
れ
育
っ

た
地
元
に
貢
献
で
き
、
う
れ
し
い

で
す
。
今
後
も
防
止
に
努
め
る
と

と
も
に
、
皆
さ
ん
も
気
を
付
け
て

ほ
し
い
で
す
」と
、
注
意
を
促
し

ま
し
た
。

田山郵便局が振り込め詐欺を未然に防ぐ

岩沢嘉彦署長（右）から八幡竹男
局長に感謝状が贈られました

東北大会で銅賞を受賞した
西根中学校吹奏楽部の部員

秋の八幡平を楽しもう

山賊まつりを開催

わ
う
こ
と
が
で
き
る
「
秋
の
山
ぶ
ど

う
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」も
同
時
開
催
。

12
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
中
の
辰
巳

琢
郎
さ
ん
が
出
演
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
同
実
行
委
員
会（
市

役
所
商
工
観
光
課
内
、
☎
７
６
・
２

１
１
１
）ま
で
。

　

毎
年
恒
例
の
山
賊
ま
つ
り（
市
産

業
ま
つ
り
）が
開
催
さ
れ
ま
す
。

■
日
時　
10
月
12
日
㈯
か
ら
14
日
㈪

の
午
前
10
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

■
場
所　
市
さ
く
ら
公
園
イ
ベ
ン
ト

広
場

■
内
容　
市
内
の
児
童
・
生
徒
や
有

志
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
、
屋

台
コ
ー
ナ
ー
、【
12
日
の
み
】
民
謡

全
国
大
会
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ス
テ
ー
ジ

（
Ｉ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
民
謡
ま
わ
り
舞
台

の
公
開
録
音
）、【
13
日
の
み
】
八
幡

平
杜
仲
茶
ポ
ー
ク
を
使
っ
た
ジ
ャ
ン

ボ
ド
ッ
グ
の
早
食
い
競
争
な
ど

　
ま
た
、
祭
り
の
期
間
中
は
、
市
の

特
産
品
で
あ
る
山
ぶ
ど
う
製
品
を
味

多くの屋台で秋の
味覚が楽しめます

　
市
は
、
市
民
憲
章
推
進
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

大
会
で
は
市
勢
功
労
者
の
表
彰
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時　
11
月
３
日
㈰
、
午
前
９
時
半
か
ら

■
場
所　
西
根
地
区
体
育
館

　
ま
た
、
午
後
０
時
半
か
ら
、
名
誉
市
民
の
江
間

章
子
さ
ん
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
祭
を
行
い
ま
す

（
誰
で
も
参
加
で
き
、来
場
者
に
は
弁
当
を
配
布
）。

■
内
容　
江
間
さ
ん
の
功
績
な
ど
の
紹
介
、
市
内

コ
ー
ラ
ス
団
体
に
よ
る
合
唱
、
第
16
回
少
年
少
女

の
詩「
江
間
章
子
賞
」授
与
式
な
ど　

　
市
民
憲
章
推
進
大
会
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
西

根
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー（
☎
・
内
線
１
５
３
１
）、

江
間
章
子
さ
ん
生
誕
１
０
０
周
年
記
念
祭
に
つ
い

て
は
、
総
務
課（
☎
・
内
線
１
２
３
１
）ま
で
。

市の発展に尽力された方々を表彰（24年の推進大会）

⃝ 盛岡○○○ ⃝

も 12-34

江
間
章
子
さ
ん
の
生
誕
１
０
０
周
年

記
念
祭
と
市
民
憲
章
推
進
大
会
併
催
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